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１．活動のテーマ

＜テーマ＞

＜テーマの設定理由＞

２．活動スケジュール

３．活動のために準備した素材や道具、環境の設定

（テーマに関する子どもの興味関心、園の特色など）

自由活動で粘土で遊ぶ姿が多く、細かい作業をヘラ等を使って作っていた。外部講師の活動

の中でたくさんの粘土を全身を使って遊ぶことができるとのことで、大きな作品にも目を向

けてもらうため、この活動を行う。

8月　たくさんの粘土で遊ぼう

（活動のためにどのような環境を設定したか、準備した素材や道具）

1部屋の棚等を全てなくし、まっさらな部屋に養生シートを敷く。白粘土を1人約10ｋg用意す

る。

〈準備物〉粘土・養生シート

素材

色々な素材に触れてのびのびとイメージを表現する
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４．探究活動の実践

＜活動の内容＞

＜活動中の子供の姿・声、子供同士や保育者との関わり＞

５．振り返り

＜振り返りによって得た先生の気づき＞

今回の活動を行うことで子どもたちの興味関心を高めることが出来たように思う。粘土はお

部屋で使用することもあるが、たくさん用意することで表現の仕方も様々になり、可能性が

広がったように思う。また、子どもの手の力や足の力なども同じ活動を行う中で得手不得手

が見えてきた。身体を使った活動を戸外活動以外にも取り入れられるように、来年度の計画

を行っていく。

粘土を踏んだり、ちぎったりする。粘土で自由に作品を作る。

粘土を使って体を使いながらダイナミックに作品を作る姿があった。「大きいの作った！」

「これ、○○のおうち～」とそれぞれが思い思いのものを作り、保育者や友だちと作品の共

有をしていた。また、山を作れるほど運んでそこからジャンプをする子や、足につけて靴や体

に乗っける等見立てて遊ぶ様子も見られた。


